資料２－１
標準設定ＷＧでの検討事項及び今後の方向性について

第１回標準設定ＷＧ（平成25年7月22日）
■保険料収納率向上についてのメリット設定についての効果等について
　・平成24年度の収納率が判明後、次回に議論
■収納促進対策連絡会議について
　・事業実施案の提案を依頼
　※収納促進対策事業等の検討実施内容については資料２－２。
第２回標準設定ＷＧ（平成26年2月20日）

■保険料収納率向上についてのメリット設定についての効果等について　参考資料２－１
　○広域化等支援方針により、保険料収納率向上について目標収納率を定め、メリット設定がされることで、市町村の収納率向上の取組みを促す効果があった。
・平成24年度収納率　平成21年度比　最大6.89ポイント向上、平均1.98ポイント向上

・府内43市町村中、41市町村で平成24年度の収納率が向上


■今後の方向性について【案】

○収納率の高い市町村に対する評価、収納率向上の取組みに対する評価や滞納繰越分に対する評価について、必要な見直しを行った上で、平成27年度以降も引き続き実施
○広域化等支援方針にかかる必要な見直しについては、平成26年度に議論。
【改善が必要な点】
	項目
	①収納率の高い市町村に対する評価
	②収納率向上の取組みに対する評価
	③滞納繰越分に対する評価

	課題
	収納率の高さと府調整交付金の点数が比例せず。
	府調整交付金上の措置は評価による点数交付のみの支援。
	滞納繰越分の収納率が特に低い団体もあり、滞納繰越分を含めた収納率の向上が必要。

	論点
	高い収納率の市町村が評価されるための改善が必要でないか。
	収納率向上に資する取組みが評価され支援するための改善検討が必要でないか。
	滞納繰越分についても収納率向上を誘導する施策が必要でないか。



　　　広域化等支援方針と府特別調整交付金交付基準の双方を見据えた改善が必要
○その他の標準設定　→　次期支援方針に新たに設定する事項は設けない。
